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まちからのお知らせ

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
で
は
、
こ
ん
な
と
き

種
別
の
変
更
・
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
一
度
加
入
す
る

と
種
別
が
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

長
い
人
生
の
間
に
は
、
就
職
・

転
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
節
目
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
都
度
届
出
を
し

て
お
か
な
い
と
、
万
一
の
事
故
の

と
き
や
、
老
齢
に
な
っ
た
と
き
に

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主

人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん

（
第
３
号
被
保
険
者
）
は
、
ご
主

人
が
退
職
や
転
職
を
さ
れ
た
と
き

に
は
、
奥
さ
ん
の
加
入
の
種
別
も

変
わ
り
ま
す
か
ら
届
出
が
必
要
で

す
。

（
年
金
手
帳
は
生
涯
一
冊
で
す
)

児
童
手
当

請
求
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

３
才
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
で
、
前
年
（
１
月
か
ら
５

月
ま
で
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

収
入
が
一
定
未
満
の
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

☆
手
当
額

○
第
１
子
及
び
第
２
子

月
額
　
　
５
、
０
０
０
円

○
第
３
子
以
降
（
１
人
に
つ
き
）

月額
　
１
０
、
０
０
０
円

☆
特
例
給
付

児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当

し
な
い
た
め
、
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生

年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
(
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
手
当
に
つ
い

て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額

未
満
の
場
合
に
限
っ
て
特
例
給
付

（
児
童
手
当
と
同
額
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

☆
受
給
中
の
人
へ

次
の
場
合
、
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
転
出
、
転
居
な
ど
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
。

〇
受
給
者
、
ま
た
は
児
童
の
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
。

○
出
生
、
死
亡
な
ど
で
養
育
し
て

い
る
児
童
数
が
変
わ
っ
た
と
き
。

○
特
例
給
付
の
受
給
者
が
会
社
を

退
職
し
た
と
き
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
係

平成７年日置町消防出初式
１月６日(金)に挙行

年頭にあたり、消防団員の強固な団結と厳正な規
律の保持並びに士気の高揚を図るため、１月６日に
日置町消防出初式が挙行されます。
当日は、午前９時40分、山口銀行古市支店前から
市中行進を行い、改善センター前広場にて観閲を受
けます。
引き続き、改善センター多目的ホールで式典が挙
行され、その後、放水訓練が実施されます。皆様の
ご参観をお願いします。

基本的人権

日本国憲法
第14条　第１項
すべて国民は、法の下に平等であって、人種、
信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、
経済的又は社会的関係において、差別されない。

文化財を火災から守ろう

毎年１月26日は「文化財防火
デー」です。
昭和24年１月26日に法隆寺の
金堂から出火して、世界的至宝
とさえ言われた金堂の12面に描
かれた壁画の大半を焼失しまし
た。
文化財を火災から守るため法隆寺金堂が焼失した日の１月
26日を「文化財防火デー」と定めて、全国的に文化財防火運
動が展開されています。

平成６年度全国統一防火標語

《安心 の　 暮 らしの中心　 火の用 心》

長門地区消防本部・中央消防署　22- 3111
西消防署　　32- 1230
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